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災害・オウム対策調査特別委員会情報連絡 

  令和４年８月２５日 

件   名 災害協定の締結について 

所管部課名 総合防災対策室 災害対策課 

内   容 

 災害協定ならびに確認書を締結したので、次のとおり報告する。 

 

１ 第二次避難所施設等利用に関する協定 

（１）協定先 

  ［名 称］社会福祉法人光塩会 

［所在地］群馬県前橋市上増田町６００番地 

  ［代表者］理事長 村上 泰宏 

（２）協定締結日 

令和４年７月５日（火） 

（３）協定概要 

災害時において、施設１階地域交流ホール等を第二次避難所として利用する

こと。 

 

２ 都立舎人公園における連携協力に関する確認書 
 
（１）締結先 

［名 称］都立舎人公園指定管理者 公益財団法人東京都公園協会 

［所在地］東京都新宿区歌舞伎町二丁目４４番１号 

［代表者］理事長 佐藤 伸朗 
 

（２）締結日 

令和４年７月２８日（木） 
 

（３）確認書概要 

   以下の事項について、連携協力する。 

  ア 初動対応に係る連携協力 

（ア）災害発生後の園内点検や応急措置 

（イ）避難者の安全保持等の対応に必要な準備 

イ 避難場所に係る連携協力 

（ア）避難者に対する支援に係る協力 

（イ）公園内の防災関連施設使用に係る支援 

  ウ 平常時からの連携協力 

（ア）災害時の公園内の防災関連施設の運用に関する協議 

（イ）足立区が設置した防災無線等による定期的な訓練の実施 

（ウ）住民等への防災意識の普及啓発や近隣住民等との連携及び協力の推進 
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３ 風水害における都立舎人公園の施設利用に関する確認書 

 

（１）締結先 

［名 称］都立舎人公園指定管理者 公益財団法人東京都公園協会 

［所在地］東京都新宿区歌舞伎町二丁目４４番１号 

［代表者］理事長 佐藤 伸朗 

 

（２）締結日 

令和４年７月２８日（木） 

 

（３）確認書概要 

   大規模水害発生時等における一時避難場所として、地域住民等の避難者又は

区が所有する車両等が利用することについて定める。 

 

４ 広域避難先としての施設利用に関する細目協定 

（１）締結先（１０者協定） 

［名 称］国立大学法人東京芸術大学 

［所在地］東京都台東区上野公園１２番８号 

［代表者］学長 日比野 克彦 

※ 上記機構と足立区を含む避難元自治体（台東区、墨田区、江東区、北区、

荒川区、板橋区、葛飾区、江戸川区）との１０者協定 

（２）協定締結日 

令和４年８月１９日（目途） 

（３）対象施設 

国立大学法人東京芸術大学（台東区上野公園１２番８号） 

（４）協定概要 

都が広域避難先として確保した上記施設を大規模水害時に利用するにあたり、

以下の事項について定める。 

   ・ 施設利用における要請方法 

   ・ 施設の利用期間 

   ・ 広域避難先の開設及び運営方法 

   ・ 施設利用にかかる費用負担  

 

問 題 点 

今後の方針 

本協定に基づく協力体制が円滑に行われるよう、必要に応じて防災訓練等への参

加を促していく。 
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災害・オウム対策調査特別委員会情報連絡 
 令和４年８月２５日 

件   名 足立区防災アプリの登録状況について 

所管部課名 総合防災対策室 災害対策課 

内   容 

令和４年４月１日から本格稼働を開始した「防災アプリ」のダウンロー

ド登録状況について次のとおり報告する。 

１ 目標 

令和４年度で３万件のダウンロードを目標とし、台風シーズンとなる

１０月までには１万５千件のダウンロードを目指す。 

２ 現状 

（１）現在のダウンロード数（令和４年４月１日～８月１５日） 

端末 件数 合計  

iPhone 8,374件 
15,589 件 

 

Android 7,215件  

（２）現在までのダウンロード数の推移（月別累計） 

 

参考 旧アプリ「防災ナビ」が現在も端末で使用できる数 

端末 件数  

iPhone カウントなし  

Android 3,989件 
 

問 題 点 

今後の方針 

・ 災害ポータルサイト及び防災アプリについて、新型コロナウイルス感

染症の様子を見ながら、区民への周知を引き続き行っていく。 

 

3,726 

8,685 

12,197 

14,193 
15,589 
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災害・オウム対策調査特別委員会情報連絡 

 令和４年８月２５日 

件   名 コミュニティタイムライン策定地区における情報伝達訓練の実施について 

所管部課名 総合防災対策室 災害対策課、調整担当課 

内   容 

 今年度の台風シーズンに備え、これまでにコミュニティタイムライン（以

下「ＣＴＬ」という。）を策定支援した下記地区に対し、以下のとおり情報

伝達訓練を実施する。 

１ 目  的 

  台風等により荒川など区内の河川はん濫の恐れがあると判断した際に、

策定したＣＴＬに基づいた行動を地域で行えるよう区との情報伝達手段の

確保を担保するため。 

２ 日  時 

  令和４年８月３０日（火）午前１０時 

３ 対象地区及び参加人数 

  次の地区の各町会・自治会から情報発信を希望された方（各町会等３名

程度） 

  ・ 中川地区(１１団体) 

  ・ 小台・宮城地区(６団体) 

  ・ 本木・関原地区(８団体)  

４ 訓練内容 

  当初、次の訓練①・②を実施する予定であったが、新型コロナウイルス

感染症の状況を鑑み、今回の訓練は集まらなくてもできる訓練①のみを実

施する。 

（１）情報伝達訓練① 

   区から参加者にメールで情報発信し、受信の可否について確認する。 
 

【情報伝達訓練①のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆気象情報 

 ・台風の進路 

 ・台風の雨量 

 

 

◆河川はん濫の恐れ 

足立区 

中川地区 

小台・宮城 

地区 

本木・関原 

地区 

①メール 

 で発信 

②受信確認 

メール 
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メール本文は以下の内容を掲載する予定（実災害時は台風最接近の４～ 

３日前を想定）。 

 ■表題■ 

  「【訓練／ＣＴＬ支援情報】ＣＴＬステージ１に入りました」 

 ■本文■ 

  ・ 大型で猛烈な台風●●号が関東に接近中。 

  ・ 今後４日以内、関東に最接近する予想。 

  ・ コミュニティタイムラインに基づき行動開始。 

  ・ 「台風●●号情報共有会議」にご出席ください。 

    日時：令和●年●月●●日●●時から 

    場所：●●区民事務所 会議室 

 

（２）情報伝達訓練② ※ 今回の訓練では実施しない。 

   各町会・自治会長等に区民事務所などに参集していただき、Ｗｅｂを

通じて区と危機感共有を図る会議を開催する。 

   会議は次の内容を予定している。 

   ・ 気象の今後の見立てや注意点 

   ・ 区の対応方針など 

【情報伝達訓練②のイメージ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 今年度の訓練で抽出した課題を精査したうえで、より発展的な情報伝達方

法を検討し、今後の訓練内容に盛り込んでいく。 

 

区民事務所    

住区センターなど 

参集 Webを通じて 
情報伝達 

気象専門家 
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災害・オウム対策調査特別委員会情報連絡 
 令和４年８月２５日 

件   名 放送大学周波数の跡地活用の検討状況について 

所管部課名 総合防災対策室 災害対策課 

内   容 

放送大学ＦＭ周波数跡地の活用について、総務省関東総合通信局放送部

が周波数分科会（以下、分科会）を立ち上げ検討を進めてきた。今回、総

務省から分科会の検討結果と今後についての依頼があったので報告する。 

 

１ 放送大学ＦＭ周波数跡地の活用について 

分科会において、放送大学のＦＭ放送跡地は臨時災害放送局の専用周

波数とすることが適当であると方針が示された。 

（１）見込まれる効果 

・ これまでＦＭ周波数は固定されておらず開局ごとの割り当てで

あったが、今後は「77.1MHz」で固定されて使用が可能となる。 

・ これまでは総務省からＦＭ周波数割り当てられるのに数日を要

していたが、今後はすぐに開設することが可能となる。 

（２）活用にあたっての課題 

複数自治体で同一周波数を使うため課題検討が必要となる。 

・ 放送域調査し、自治体間の混線エリア等の確認 

・ 各自治体で放送時間を分けるタイムシェア運用手法等の検討 

[例]１時間おきに１５分程度の放送を行う場合 

00     15    30    45   00    15    30    45    00 

… 

他
自
治
体 

足
立
区 

他
自
治
体 

他
自
治
体 

他
自
治
体 

足
立
区 

他
自
治
体 

他
自
治
体 

… 

※ 課題があるものの、放送大学ＦＭ跡地周波数を活用しての臨時 

災害放送局の開局は令和４年６月２８日から可能 

（３）総務省からの依頼 

・ 複数自治体での活用に伴い、総務省主催の調査検討会のメンバ

ーとして足立区の参画と調査の協力の依頼（文京区、練馬区、

北区、国分寺市、埼玉県所沢市も参画依頼）。 
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２ 今後の予定 

総務省の依頼を受け、調査検討会に区として参画し、放送大学跡地Ｆ

Ｍ周波数で臨時災害放送局を開局するため上記課題について検討する。 

（１）調査検討会のスケジュール 

・ 令和４年度に４回の検討会を開催 

・ 令和４年末までに複数自治体によるフィールド試験の実施 

・ 令和４年度末にとりまとめを公表 

 

問 題 点 

今後の方針 

調査検討会及びフィールド試験において課題検討後、臨時災害放送局の

開設準備、運用手順が整い次第、区民への情報提供を進めていく。 

足立区独自の臨時災害ＦＭ放送局周波数の割り当てについて、引き続き

総務省に協議していく。 
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災害・オウム対策調査特別委員会情報連絡 

令和４年８月２５日 

件   名 令和４年度足立区総合防災訓練の実施について 

所管部課名 総合防災対策室 災害対策課、防災力強化担当課 

内   容 

令和４年度足立区総合防災訓練は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

を考慮し、以下のとおり実施する。 

 

１ 目的 

（１）災害時における区、防災関係機関、災害協定締結機関等との連携強化 

（２）各部において横断的な災害対応力の向上 

（３）職員一人ひとりの応急対応力の向上 

 

２ 訓練方針 

（１）新型コロナウイルス感染症を考慮し、不特定多数が集まる防災普及啓発 

  は規模縮小 

（２）防災関係機関や災害協定締結団体等を交えた実践的な訓練 

（３）各部の横断的（横の連携が取れた）な訓練 

 

３ 日時 

  令和４年１０月３０日（日） 午前８時３０分から正午 

 

４ 訓練内容 

項  目 内    容 

関係機関との 

情報伝達訓練 

（１）実施場所 

   本庁舎、関係機関事務室等 

（２）訓練内容 

防災関係機関・災害協定締結機関と区が、災害

（地震・水害）発生時等に必要な情報のやり取りを、

防災無線や電話等を活用して実施 

救出救助訓練 

（１）実施場所 

都立舎人公園 

（２）訓練内容 

   区（都市建設部）及び警察・消防等による実災

害現場に近づけた実戦的訓練を実施 
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項  目 内    容 

庁内各部訓練 

（１）実施場所 

   本庁舎、等 

（２）訓練内容 

ア 地域防災計画等に定められた各部の任務に基 

づく訓練を実施 

  イ 防災関係機関と各部が連携した実動訓練 

  ウ 庁内各部が横断的に連携した訓練 

防災普及啓発 

（１）実施日時・場所（予定） 

日 程 場 所 

令和４年１０月２３日（日） 元渕江公園 

１０月２６日（水） 北千住駅東口 

１０月３０日（日） 都立舎人公園 

（２）実施方法 

駅等の人流がある場所で、パネル展示や防災関 

係機関から提供いただいたチラシ等の配布を実施 

その他の訓練 

（１）第一次避難所の開設・運営訓練 

（２）第二次（福祉）避難所の開設・運営訓練 

（３）緊急医療救護所の開設・運営訓練 

（４）動物救護所の開設・受入訓練 

５ 来賓等 

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、都議会議員、区議会議員

等の来賓招待は、いずれの訓練においても実施しない。 

 

問 題 点 

今後の方針 
新型コロナウイルスの感染状況を注視し、訓練準備を進めていく。 
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